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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を出射する光源と前記光源から出射される光を内部で導き長手方向における一端面が
前記光源から出射される光の入射面として形成され長手方向における他端面が前記光源か
ら出射される光の出射面として形成された第１の導光部とをそれぞれ有する複数の光源ユ
ニットと、
　外周面が前記第１の導光部の外周面に近接して位置され又は接続されると共に前記第１
の導光部の外周面から出射される光を内部で導いて出射する第２の導光部とを備え、
　前記第２の導光部が前記第１の導光部の出射面に接続され、
　前記複数の光源ユニットが左右方向に並んで配置され、左端又は右端の光源から順次光
を出射させることにより、発光箇所を順次変更させて光が流れるように視認される発光状
態が形成され、
　左端の光源から光が出射されると前記第２の導光部の光出射面の左端部から光が出射さ
れ、次いで、左端の光源から光が出射された状態で左から２番目の光源から光が出射され
ると、前記第２の導光部の光出射面における発光範囲が右方に広がり、その後順次、左側
から右側に亘って光源から光が出射されることにより、発光範囲が順次右方に広がり、光
が左から右へ流れるように視認される発光状態が形成され、
　右端の光源から光が出射されると前記第２の導光部の光出射面の右端部から光が出射さ
れ、次いで、右端の光源から光が出射された状態で右から２番目の光源から光が出射され
ると、前記第２の導光部の光出射面における発光範囲が左方に広がり、その後順次、右側
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から左側に亘って光源から光が出射されることにより、発光範囲が順次左方に広がり、光
が右から左へ流れるように視認される発光状態が形成される
　車輌用灯具。
【請求項２】
　光を出射する光源と前記光源から出射される光を内部で導き長手方向における一端面が
前記光源から出射される光の入射面として形成された第１の導光部とをそれぞれ有する複
数の光源ユニットと、
　外周面が前記第１の導光部の外周面に近接して位置され又は接続されると共に前記第１
の導光部の外周面から出射される光を内部で導いて出射する第２の導光部とを備え、
　前記第１の導光部と前記第２の導光部の間に接続導光部が設けられ、
　前記接続導光部と前記第１の導光部は前記第１の導光部と前記第２の導光部の並び方向
に直交する方向における厚みが同じにされ、
　前記第２の導光部と前記接続導光部の間に第３の導光部が設けられ、
　前記第３の導光部の前記並び方向に直交する方向における厚みが前記第２の導光部の前
記並び方向に直交する方向における厚みより薄くされた
　車輌用灯具。
【請求項３】
　前記第２の導光部から出射される光を制御して所定の方向へ照射する光学部材が設けら
れた
　請求項１又は請求項２に記載の車輌用灯具。
【請求項４】
　前記第２の導光部の長手方向における少なくとも一端面に前記第２の導光部の内部へ向
けて光を反射する光反射部が形成された
　請求項１、請求項２又は請求項３に記載の車輌用灯具。
【請求項５】
　前記第１の導光部の長手方向における他端面に内部で導かれた光を前記光反射部へ向け
て反射する方向制御反射部が形成された
　請求項４に記載の車輌用灯具。
【請求項６】
　前記入射面が前記第２の導光部の長手方向における一端面より他端面側に位置され、
　前記光源が前記第２の導光部の一端面と前記入射面の間において前記入射面に対向して
位置された
　請求項１、請求項２、請求項３、請求項４又は請求項５に記載の車輌用灯具。
【請求項７】
　光を出射する光源と、
　前記光源から出射される光を内部で導き長手方向における一端面が前記光源から出射さ
れる光の入射面として形成され長手方向における他端面が光を出射する出射面として形成
された第１の導光部と、
　外周面が前記出射面に近接して位置され又は接続されると共に前記出射面から出射され
る光を内部で導く接続導光部と、
　前記接続導光部を挟んで前記第１の導光部の反対側に位置されると共に前記接続導光部
の外周面から出射される光を内部で導いて出射する第２の導光部とを備え、
　前記接続導光部が連続的に構成され前記第２の導光部と同じ長さにされた
　車輌用灯具。
【請求項８】
　光を出射する光源と、
　前記光源から出射される光を内部で導き長手方向における一端面が前記光源から出射さ
れる光の入射面として形成され長手方向における他端面が光を出射する出射面として形成
された第１の導光部と、
　外周面が前記出射面に近接して位置され又は接続されると共に前記出射面から出射され
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る光を内部で導く接続導光部と、
　前記接続導光部を挟んで前記第１の導光部の反対側に位置されると共に前記接続導光部
の外周面から出射される光を内部で導いて出射する第２の導光部とを備え、
　前記第２の導光部と前記接続導光部の間に第３の導光部が設けられ、
　前記第３の導光部の並び方向に直交する方向における厚みが前記第２の導光部の前記並
び方向に直交する方向における厚みより薄くされた
　車輌用灯具。
【請求項９】
　前記第２の導光部と前記接続導光部の長手方向における少なくとも一端面に前記第２の
導光部の内部へ向けて光を反射する光反射部が形成された
　請求項７又は請求項８に記載の車輌用灯具。
【請求項１０】
　前記第１の導光部が複数設けられ、
　少なくとも一つの前記第１の導光部は前記入射面が前記出射面より前記光反射部に近付
いて位置され、
　他の少なくとも一つの前記第１の導光部は前記出射面が前記入射面より前記光反射部に
近付いて位置された
　請求項９に記載の車輌用灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源から出射された光が入射される入射面を有する第１の導光部と第１の導
光部から入射された光を導く第２の導光部とを備えた車輌用灯具についての技術分野に関
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００２】
【特許文献１】特開２０１１－１２９２５０号公報
【背景技術】
【０００３】
　車輌用灯具には、光源から出射された光が入射される入射面を有する第１の導光部と第
１の導光部から入射された光を導く第２の導光部とを備えたものがある（例えば、特許文
献１参照）。
【０００４】
　特許文献１に記載された車輌用灯具は、直線状に形成された第１の導光部の一端面が入
射面とされ第１の導光部の他端面が所定の形状に形成された第２の導光部に接続され、第
１の導光部が第２の導光部に対して傾斜した状態で位置されている。光源は第１の導光部
の入射面に対向した位置に配置されている。第２の導光部にはレンズステップとして機能
する凹部が形成されている。
【０００５】
　光源から光が出射されると、出射された光が入射面から入射されて第１の導光部の内部
で導かれ第１の導光部から第２の導光部に入射される。第２の導光部に入射された光は第
２の導光部の内部で導かれると共にレンズステップによって外部に出射され、第２の導光
部の全体から発光される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような第１の導光部から第２の導光部に光を入射させてレンズステップによって光
を出射させる構成においては、レンズステップの形成範囲の全体から光が出射されるため
、第２の導光部の全体において発光が行われる。
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【０００７】
　ところで、上記のような第１の導光部から第２の導光部に光を入射させて発光させる構
成においては、第２の導光部における導光状態や第１の導光部から第２の導光部への光の
入射状態によっては発光状態における均一性が低下する可能性がある。特に、第１の導光
部と第２の導光部の接続部分においては、第２の導光部での導光が行われる前の状態であ
りレンズステップへの十分な光の入射が行われず、第２の導光部における他の部分より発
光輝度が低くなるおそれがあり、第２の導光部の全体において発光状態における均一性が
確保されない可能性がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記した問題点を克服し、均一な発光状態を確保することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る車輌用灯具は、光を出射する光源と前記光源から出射される光を内部で導
き長手方向における一端面が前記光源から出射される光の入射面として形成され長手方向
における他端面が前記光源から出射される光の出射面として形成された第１の導光部とを
それぞれ有する複数の光源ユニットと、外周面が前記第１の導光部の外周面に近接して位
置され又は接続されると共に前記第１の導光部の外周面から出射される光を内部で導いて
出射する第２の導光部とを備え、前記第２の導光部が前記第１の導光部の出射面に接続さ
れ、前記複数の光源ユニットが左右方向に並んで配置され、左端又は右端の光源から順次
光を出射させることにより、発光箇所を順次変更させて光が流れるように視認される発光
状態が形成され、左端の光源から光が出射されると前記第２の導光部の光出射面の左端部
から光が出射され、次いで、左端の光源から光が出射された状態で左から２番目の光源か
ら光が出射されると、前記第２の導光部の光出射面における発光範囲が右方に広がり、そ
の後順次、左側から右側に亘って光源から光が出射されることにより、発光範囲が順次右
方に広がり、光が左から右へ流れるように視認される発光状態が形成され、右端の光源か
ら光が出射されると前記第２の導光部の光出射面の右端部から光が出射され、次いで、右
端の光源から光が出射された状態で右から２番目の光源から光が出射されると、前記第２
の導光部の光出射面における発光範囲が左方に広がり、その後順次、右側から左側に亘っ
て光源から光が出射されることにより、発光範囲が順次左方に広がり、光が右から左へ流
れるように視認される発光状態が形成されるものである。また、本発明に係る車輌用灯具
は、光を出射する光源と前記光源から出射される光を内部で導き長手方向における一端面
が前記光源から出射される光の入射面として形成された第１の導光部とをそれぞれ有する
複数の光源ユニットと、外周面が前記第１の導光部の外周面に近接して位置され又は接続
されると共に前記第１の導光部の外周面から出射される光を内部で導いて出射する第２の
導光部とを備え、前記第１の導光部と前記第２の導光部の間に接続導光部が設けられ、前
記接続導光部と前記第１の導光部は前記第１の導光部と前記第２の導光部の並び方向に直
交する方向における厚みが同じにされ、前記第２の導光部と前記接続導光部の間に第３の
導光部が設けられ、前記第３の導光部の並び方向に直交する方向における厚みが前記第２
の導光部の前記並び方向に直交する方向における厚みより薄くされたものである。
【００１０】
　これにより、第１の導光部の外周面から第２の導光部の外周面に入射された光が第２の
導光部の内部で導かれて第２の導光部から出射される。また、接続導光部の内部で少なく
とも一部の光が導かれて第２の導光部の内部でさらに導かれる。また、接続導光部及び第
３の導光部の内部で少なくとも一部の光が導かれる。
【００１１】
　また、上記した本発明に係る車輌用灯具においては、前記第２の導光部から出射される
光を制御して所定の方向へ照射する光学部材が設けられることが望ましい。
【００１２】
　これにより、光学部材によって光出射面以外から出射された光の制御が可能にされる。
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【００１３】
　また、上記した本発明に係る車輌用灯具においては、前記第２の導光部の長手方向にお
ける少なくとも一端面に前記第２の導光部の内部へ向けて光を反射する光反射部が形成さ
れることが望ましい。
【００１４】
　これにより、第２の導光部の内部で導かれた光が光反射部によって第２の導光部の内部
へ向けて反射される。
【００１５】
　また、上記した本発明に係る車輌用灯具においては、前記第１の導光部の長手方向にお
ける他端面に内部で導かれた光を前記光反射部へ向けて反射する方向制御反射部が形成さ
れることが望ましい。
【００１６】
　これにより、方向制御反射部で反射された光が光反射部に入射され光反射部で反射され
る。
【００２１】
　また、上記した本発明に係る車輌用灯具においては、前記入射面が前記第２の導光部の
長手方向における一端面より他端面側に位置され、前記光源が前記第２の導光部の一端面
と前記入射面の間において前記入射面に対向して位置されることが望ましい。
【００２２】
　これにより、光源が第２の導光部の導光方向における外側に位置されない。
【００２３】
　別の本発明に係る車輌用灯具は、光を出射する光源と、前記光源から出射される光を内
部で導き長手方向における一端面が前記光源から出射される光の入射面として形成され長
手方向における他端面が光を出射する出射面として形成された第１の導光部と、外周面が
前記出射面に近接して位置され又は接続されると共に前記出射面から出射される光を内部
で導く接続導光部と、前記接続導光部を挟んで前記第１の導光部の反対側に位置されると
共に前記接続導光部の外周面から出射される光を内部で導いて出射する第２の導光部とを
備え、前記接続導光部が連続的に構成され前記第２の導光部と同じ長さにされたものであ
る。また、別の本発明に係る車輌用灯具は、光を出射する光源と、前記光源から出射され
る光を内部で導き長手方向における一端面が前記光源から出射される光の入射面として形
成され長手方向における他端面が光を出射する出射面として形成された第１の導光部と、
外周面が前記出射面に近接して位置され又は接続されると共に前記出射面から出射される
光を内部で導く接続導光部と、前記接続導光部を挟んで前記第１の導光部の反対側に位置
されると共に前記接続導光部の外周面から出射される光を内部で導いて出射する第２の導
光部とを備え、前記第２の導光部と前記接続導光部の間に第３の導光部が設けられ、前記
第３の導光部の並び方向に直交する方向における厚みが前記第２の導光部の前記並び方向
に直交する方向における厚みより薄くされたものである。
【００２４】
　これにより、第１の導光部の他端面から接続導光部に入射された光が接続導光部の内部
で導かれ接続導光部から第２の導光部に入射された光が第２の導光部の内部で導かれて第
２の導光部から出射される。また、接続導光部及び第３の導光部の内部で少なくとも一部
の光が導かれる。
【００２５】
　また、上記した別の本発明に係る車輌用灯具においては、前記第２の導光部と前記接続
導光部の長手方向における少なくとも一端面に前記第２の導光部の内部へ向けて光を反射
する光反射部が形成されることが望ましい。
【００２６】
　これにより、第２の導光部及び接続導光部の内部で導かれた光が光反射部によって第２
の導光部の内部へ向けて反射される。
【００２７】
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　また、上記した別の本発明に係る車輌用灯具においては、前記第１の導光部が複数設け
られ、少なくとも一つの前記第１の導光部は前記入射面が前記出射面より前記光反射部に
近付いて位置され、他の少なくとも一つの前記第１の導光部は前記出射面が前記入射面よ
り前記光反射部に近付いて位置されることが望ましい。
【００２８】
　これにより、光反射部で反射されて第２の導光部に入射される光が存在する。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、第１の導光部の外周面から第２の導光部の外周面に入射された光が第
２の導光部の内部で導かれて第２の導光部から出射され、また、第１の導光部の他端面か
ら接続導光部に入射された光が接続導光部の内部で導かれ接続導光部から第２の導光部に
入射された光が第２の導光部の内部で導かれて第２の導光部から出射されるため、均一な
発光状態を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図２乃至図１７と共に本発明車輌用灯具の実施の形態を示すものであり、本図は
、車輌用灯具の概略斜視図である。
【図２】カバーを取り外した状態で示す車輌用灯具の概略正面図である。
【図３】シーケンシャルの発光状態が形成されている状態を示す図である。
【図４】導光体の第１の変形例を示す正面図である。
【図５】導光体の第２の変形例を示す正面図である。
【図６】導光体の第３の変形例を示す正面図である。
【図７】導光体の第３の変形例を図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線で示す拡大断面図である。
【図８】導光体の第４の変形例を示す正面図である。
【図９】導光体の第４の変形例を図８のＩＸ－ＩＸ線で示す拡大断面図である。
【図１０】導光体の第５の変形例を示す正面図である。
【図１１】第５の変形例に係る導光体の使用例を示す斜視図である。
【図１２】導光体の第６の変形例を示す正面図である。
【図１３】導光体の第７の変形例を示す正面図である。
【図１４】導光体の第８の変形例を示す正面図である。
【図１５】導光体の第９の変形例を示す正面図である。
【図１６】導光体の第１０の変形例を示す正面図である。
【図１７】導光体の第１１の変形例を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下に、本発明車輌用灯具を実施するための形態について添付図面を参照して説明する
。
【００３４】
　以下に示した実施の形態は、光を前方へ向けて照射する車輌用灯具に適用したものであ
る。但し、本発明の適用範囲は光を前方へ向けて照射する車輌用灯具の他に、光を側方や
後方に向けて照射する各種の車輌用灯具に広く適用することが可能である。
【００３５】
　例えば、本発明は、ヘッドランプ、テールランプ、クリアランスランプ、ターンシグナ
ルランプ、ストップランプ、デイタイムランニングランプ、コーナーリングランプ、ハザ
ードランプ、ポジションランプ、バックランプ、フォグランプ等の各種のランプやこれら
のうちの２種類以上のランプの機能の組み合わせである各種のコンビネーションランプに
広く適用することができる。
【００３６】
　［全体構成等］
　車輌用灯具１は、例えば、図示しない車体の前端部における左右両端部に取り付けられ
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て配置されている。
【００３７】
　車輌用灯具１は前方に開口された凹部を有するランプハウジング２とランプハウジング
２の開口を閉塞するカバー３とを備えている（図１及び図２参照）。ランプハウジング２
とカバー３によって灯具外筐４が構成され、灯具外筐４の内部空間が灯室５として形成さ
れている。
【００３８】
　灯室５には、例えば、下端部に光源取付台６が配置されている（図２参照）。光源取付
台６は上下方向を向く平板状のベース板部６ａとベース板部６ａから上方に突出された取
付突部６ｂ、６ｂ、・・・とを有し、取付突部６ｂ、６ｂ、・・・が離隔して位置されて
いる。取付突部６ｂ、６ｂ、・・・にはそれぞれ光源７、７、・・・が取り付けられてい
る。
【００３９】
　光源７としては、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）が用いられている。光源７は出射
方向が上斜め側方を向く向きで配置されている。
【００４０】
　灯室５には導光体８が配置されている（図１及び図２参照）。導光体８は第１の導光部
９、９、・・・と第２の導光部１０を有している。導光体８は、例えば、車輌の前端部に
おける側部の形状に沿う形状に形成され、車輌の内側から外側へ行くに従って後方へ変位
するように傾斜する形状に形成されている。但し、図２以下の各図及び以下の説明におい
ては、説明の理解を容易にするために、導光体が前後方向を向く形状に形成されているも
のとする。
【００４１】
　第１の導光部９、９、・・・は左右に並ぶようにして設けられ、上下方向において傾斜
する円柱状に形成されている。第１の導光部９は長手方向（左右方向）における一端面が
入射面９ａとして形成され長手方向における他端面が出射面９ｂとして形成されている。
第１の導光部９は入射面９ａが光源７に対向して位置されている。
【００４２】
　第１の導光部９は光を導く導光方向が入射面９ａと出射面９ｂを結ぶ方向である長手方
向とされている。
【００４３】
　第１の導光部９の傾斜角度は水平方向に対して５°～４５°にされ、好ましくは、１０
°～３０°にされ、例えば、１５°にされている。
【００４４】
　第２の導光部１０は、例えば、前後方向を向く略板状に形成され、第１の導光部９、９
、・・・の外周面９ｃ、９ｃ、・・・における各上端部と出射面９ｂ、９ｂ、・・・に接
続されている。第２の導光部１０の後面には反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・・が左
右に並んで形成され、第２の導光部１０の前面のうち反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・
・・の前側の部分が光出射面１０ｂとして形成されている。
【００４５】
　第２の導光部１０は左右両端面以外の面が外周面１０ｃとされ、光を導く導光方向が左
右両端面を結ぶ方向である長手方向（左右方向）とされている。
【００４６】
　尚、上記には、第１の導光部９の外周面９ｃと第２の導光部１０の外周面（下面）１０
ｃとが接続された例を示したが、第１の導光部９の外周面９ｃと第２の導光部１０の外周
面１０ｃとは近接して位置されていてもよい。
【００４７】
　第１の導光部９と入射面９ａに対向して位置された光源７とによって光源ユニット１１
が構成されている。従って、車輌用灯具１には複数の光源ユニット１１、１１、・・・が
設けられている。
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【００４８】
　灯室５には光学部材として、例えば、リフレクター１２が配置されている。リフレクタ
ー１２は内面が反射面１２ａとして形成されている。リフレクター１２は少なくとも前方
に開口された形状に形成され、導光体８を覆うようにして配置されている。
【００４９】
　光源７、７、・・・からそれぞれ光が出射されると、出射された光はそれぞれ第１の導
光部９、９、・・・の入射面９ａ、９ａ、・・・から第１の導光部９、９、・・・の内部
に入射される。第１の導光部９、９、・・・の内部に入射された光は出射面９ｂ、９ｂ、
・・・側へ導かれ、出射面９ｂ、９ｂ、・・・から第２の導光部１０に入射される。この
とき第１の導光部９、９、・・・の内部に入射された光の一部が外周面９ｃ、９ｃ、・・
・にも達し、外周面９ｃ、９ｃ、・・・からも第２の導光部１０に入射される。
【００５０】
　第１の導光部９、９、・・・の出射面９ｂ、９ｂ、・・・及び外周面９ｃ、９ｃ、・・
・から第２の導光部１０に入射された光は第２の導光部１０の内部で内面反射されて左右
方向へ導かれ、反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・・で反射されて光出射面１０ｂから
前方へ向けて出射される。このとき第２の導光部１０の光出射面１０ｂ以外の面からも光
が出射されるが、これらの出射された光はリフレクター１２の反射面１２ａで反射されて
前方へ向けて出射される。従って、光出射面１０ｂから出射された光とリフレクター１２
の反射面１２ａで反射された光とがカバー３を透過されて前方へ向けて照射される。
【００５１】
　以上に記載した通り、車輌用灯具１にあっては、光源７、７、・・・と入射面９ａ、９
ａ、・・・が形成された第１の導光部９、９、・・・とをそれぞれ有する複数の光源ユニ
ット１１、１１、・・・と、外周面１０ｃが第１の導光部９、９、・・・の外周面９ｃ、
９ｃ、・・・に近接して位置され又は接続され外周面９ｃ、９ｃ、・・・から出射される
光を内部で導いて出射する第２の導光部１０とを備えている。
【００５２】
　従って、第１の導光部９、９、・・・の外周面９ｃ、９ｃ、・・・から第２の導光部１
０に入射された光が第２の導光部１０の内部で導かれて第２の導光部１０から出射される
ため、第２の導光部１０における均一な発光状態を確保することができる。
【００５３】
　また、第１の導光部９、９、・・・の出射面９ｂ、９ｂ、・・・から第２の導光部１０
に入射された光も第２の導光部１０の内部で導かれて第２の導光部１０から出射されるた
め、第２の導光部１０における一層均一な発光状態を確保することができる。
【００５４】
　さらにまた、車輌用灯具１にはリフレクター１２である光学部材が設けられているため
、リフレクター１２によって光出射面１０ｂ以外から出射された光を前方へ照射される光
として利用することができ、光の制御による設計の自由度の向上及び光の利用効率の向上
を図ることができる。
【００５５】
　尚、上記には、光学部材としてリフレクター１２が設けられた例を示したが、光学部材
はリフレクター１２に限られることはなく、光学部材としては光を制御して所定の方向へ
照射する光学部材であれば他の種類でもよく、例えば、光学部材として別の導光体やシェ
ード等を用いることも可能である。
【００５６】
　また、上記には、第２の導光部１０が前後方向を向く略板状に形成された例を示したが
、第２の導光部１０の形状は略板状に限られることはなく、他の形状であってもよく、例
えば、略円柱状に形成されていてもよい。
【００５７】
　上記した車輌用灯具１のように、複数の光源ユニット１１、１１、・・・が並んで配置
された構成においては、光源７、７、・・・から順次光を出射させることにより、発光箇
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所を順次変更して光が流れるように視認される所謂シーケンシャルの発光状態を形成する
ことが可能である（図３参照）。
【００５８】
　例えば、先ず、最も左側の光源７から光が出射されると、第２の導光部１０の光出射面
１０ｂにおける左端部から光が出射され（図３の（ａ）参照）、次いで、最も左側の光源
７から光が出射された状態で左側から２番目の光源７から光が出射されると、第２の導光
部１０の光出射面１０ｂにおける発光範囲が右方に広がる（図３の（ｂ）参照）。その後
、順次、左側から右側に亘って光源７、７、・・・から光が出射されることにより、発光
範囲が順次右方に広がり（図３の（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）参照）、光が左から右へ流れる
ように視認されるシーケンシャルの発光状態が形成される。
【００５９】
　このようなシーケンシャルの発光状態の形成においては、最も左側の光源７から最も右
側の光源７までの光の出射を、例えば、０．２秒以内に設定し、最も左側の光源７から最
も右側の光源７までの光の１サイクルの出射が連続して行われることが望ましい。このよ
うな連続した光の出射を行うことにより、車輌用灯具１を、例えば、ターンシグナルラン
プとして用いることが好適である。
【００６０】
　［導光体の変形例］
　以下に、導光体の各変形例について説明する。以下に示す各変形例に関しては、上記し
た導光体８と同様に第１の導光部と第２の導光部を有することは同じであり、第１の導光
部と第２の導光部の位置関係が相違すること、第１の導光部と第２の導光部の形状や構造
が相違すること、第１の導光部と第２の導光部に加えて他の部分が存在することが異なる
。従って、以下の各変形例の説明にあっては、導光体８と比較して異なる部分についての
み詳細に説明をし、その他の部分については導光体８における同様の部分に付した符号と
同じ符号を付して説明は省略する。
【００６１】
　尚、以下に示す各変形例に係る導光体を有する車輌用灯具においても、上記した導光体
８を有する車輌用灯具と同様に、リフレクター１２等の光学部材が設けられていてもよく
、また、複数の光源ユニットが並んで配置されている場合にはシーケンシャルの発光状態
が形成されてもよい。
【００６２】
　＜第１の変形例＞
　先ず、第１の変形例に係る導光体８Ａについて説明する（図４参照）。
【００６３】
　導光体８Ａは第１の導光部９、９と第２の導光部１０Ａを有している。第１の導光部９
と光源７によって光源ユニット１１が構成されている。一方の第１の導光部９は左側に出
射面９ｂが位置され右側に入射面９ａが位置され、他方の第１の導光部９は右側に出射面
９ｂが位置され左側に入射面９ａが位置されている。
【００６４】
　第２の導光部１０Ａは左右に延びる本体部１３と本体部１３から下方に突出された接続
部１４、１４とを有し、接続部１４、１４が左右に離隔して位置されている。本体部１３
は、例えば、円柱状又は板状に形成され、接続部１４、１４は、例えば、板状又は円柱状
に形成されている。
【００６５】
　第２の導光部１０Ａには本体部１３の後面に反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・・が
左右に並んで形成され、本体部１３の前面のうち反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・・
の前側の部分が光出射面１０ｂとして形成されている。
【００６６】
　接続部１４、１４はそれぞれ下面が第１の導光部９、９の外周面９ｃ、９ｃにおける上
端部に接続されている。尚、第１の導光部９の外周面９ｃと接続部１４の下面とは近接し
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て位置されていてもよい。
【００６７】
　光源７、７は第２の導光部１０Ａの長手方向（左右方向）における両端間に位置されて
いる。
【００６８】
　光源７、７からそれぞれ光が出射されると、出射された光はそれぞれ第１の導光部９、
９の入射面９ａ、９ａから第１の導光部９、９の内部に入射される。第１の導光部９、９
の内部に入射された光は出射面９ｂ、９ｂから第２の導光部１０Ａの本体部１３に入射さ
れると共に外周面９ｃ、９ｃから接続部１４、１４を介して第２の導光部１０Ａの本体部
１３に入射される。
【００６９】
　第１の導光部９、９の出射面９ｂ、９ｂ及び外周面９ｃ、９ｃから本体部１３に入射さ
れた光は第２の導光部１０Ａの内部で内面反射されて左右方向へ導かれ、反射用ステップ
１０ａ、１０ａ、・・・で反射されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される。
【００７０】
　このように導光体８Ａにおいても、第１の導光部９、９の外周面９ｃ、９ｃから第２の
導光部１０Ａに入射された光が第２の導光部１０Ａの内部で導かれて第２の導光部１０Ａ
から出射されるため、第２の導光部１０Ａにおける均一な発光状態を確保することができ
る。
【００７１】
　また、光源７、７、・・・が第２の導光部１０Ａの長手方向における両側に位置されず
第２の導光部１０Ａの長手方向における両端間に位置され、第２の導光部１０Ａの長手方
向において車輌用灯具１の小型化を図ることができる。
【００７２】
　＜第２の変形例＞
　次に、第２の変形例に係る導光体８Ｂについて説明する（図５参照）。
【００７３】
　導光体８Ｂは第１の変形例に係る導光体８Ａの本体部１３の導光方向（左右方向）にお
ける少なくとも一端面に本体部１３の内部へ向けて光を反射する光反射部が形成されたも
のである。
【００７４】
　導光体８Ｂは第１の導光部９、９と第２の導光部１０Ｂを有している。第２の導光部１
０Ｂは本体部１３と接続部１４、１４を有している。本体部１３の左右両端面には光反射
部１５、１５が形成されている。光反射部１５は、例えば、アルミニウム等による蒸着や
三角形状のステップや反射部材が取り付けられることにより形成されている。
【００７５】
　尚、光反射部１５は本体部１３における左右一方の端面に形成されていてもよい。
【００７６】
　光源７、７からそれぞれ光が出射されると、出射された光はそれぞれ第１の導光部９、
９の入射面９ａ、９ａから第１の導光部９、９の内部に入射される。第１の導光部９、９
の内部に入射された光は出射面９ｂ、９ｂから第２の導光部１０Ｂの本体部１３に入射さ
れると共に外周面９ｃ、９ｃから接続部１４、１４を介して第２の導光部１０Ｂの本体部
１３に入射される。
【００７７】
　第１の導光部９、９の出射面９ｂ、９ｂ及び外周面９ｃ、９ｃから本体部１３に入射さ
れた光は第２の導光部１０Ｂの内部で内面反射されて左右方向へ導かれ、反射用ステップ
１０ａ、１０ａ、・・・で反射されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される。この
とき本体部１３の左右両端に向かった光が光反射部１５、１５で反射されて本体部１３の
内部で繰り返し左右方向に導かれる。
【００７８】
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　このように導光体８Ｂにおいては、第１の導光部９、９の外周面９ｃ、９ｃから第２の
導光部１０Ｂに入射された光が第２の導光部１０Ｂの内部で導かれて第２の導光部１０Ｂ
から出射されるため、第２の導光部１０Ｂにおける均一な発光状態を確保することができ
る。
【００７９】
　また、第２の導光部１０Ｂにおける本体部１３の内部で導かれた光が光反射部１５、１
５によって本体部１３の内部へ向けて反射されるため、本体部１３の両端面から光が出射
されず、光の利用効率の向上を図ることができる。
【００８０】
　尚、光反射部１５を有する構成は、導光体８にも適用することが可能である。
【００８１】
　＜第３の変形例＞
　続いて、第３の変形例に係る導光体８Ｃについて説明する（図６及び図７参照）。
【００８２】
　導光体８Ｃは第１の導光部９、９と第２の導光部１０Ｃと接続導光部１６を有している
。第１の導光部９と光源７によって光源ユニット１１が構成されている。一方の第１の導
光部９は左側に出射面９ｂが位置され右側に入射面９ａが位置され、他方の第１の導光部
９は右側に出射面９ｂが位置され左側に入射面９ａが位置されている。
【００８３】
　第２の導光部１０Ｃは左右に延びる平板状に形成され、第１の導光部９、９の上方に離
隔して位置されている。第２の導光部１０Ｃの後面には反射用ステップ１０ａ、１０ａ、
・・・が左右に並んで形成され、第２の導光部１０Ｃの前面のうち反射用ステップ１０ａ
、１０ａ、・・・の前側の部分が光出射面１０ｂとして形成されている。
【００８４】
　接続導光部１６は第１の導光部９、９と第２の導光部１０Ｃの間に位置されている。接
続導光部１６は本体部１７と本体部１７から下方に突出された接続部１８、１８とを有し
、接続部１８、１８が左右に離隔して位置されている。本体部１７は、左右に延びる円柱
状に形成され、接続部１８、１８は、例えば、板状に形成されている。本体部１７は外径
が第１の導光部９の外径と同じにされている。第１の導光部９と第２の導光部１０Ｃの並
ぶ方向に直交する方向（前後方向）における厚みに関し、接続部１８は第１の導光部９よ
り薄く形成されている。
【００８５】
　本体部１７は上面が第２の導光部１０Ｃに接続され下面に第１の導光部９、９の出射面
９ｂ、９ｂが接続されている。
【００８６】
　接続部１８、１８はそれぞれ下面が第１の導光部９、９の外周面９ｃ、９ｃにおける上
端部に接続されている。尚、第１の導光部９の外周面９ｃと接続部１８の下面とは近接し
て位置されていてもよい。
【００８７】
　光源７、７からそれぞれ光が出射されると、出射された光はそれぞれ第１の導光部９、
９の入射面９ａ、９ａから第１の導光部９、９の内部に入射される。第１の導光部９、９
の内部に入射された光は出射面９ｂ、９ｂから接続導光部１６の本体部１７を介して第２
の導光部１０Ｃに入射されると共に外周面９ｃ、９ｃから接続導光部１６の接続部１８、
１８及び本体部１７を介して第２の導光部１０Ｃに入射される。このとき第１の導光部９
、９から第２の導光部１０Ｃに向かう光の少なくとも一部は、接続導光部１６の本体部１
７の内部で左右方向に導かれて第２の導光部１０Ｃに入射される。
【００８８】
　第１の導光部９、９の出射面９ｂ、９ｂ及び外周面９ｃ、９ｃから第２の導光部１０Ｃ
に入射された光は第２の導光部１０Ｃの内部で内面反射されて左右方向へ導かれ、反射用
ステップ１０ａ、１０ａ、・・・で反射されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射され
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る。
【００８９】
　このように導光体８Ｃにおいても、第１の導光部９、９の外周面９ｃ、９ｃから第２の
導光部１０Ｃに入射された光が第２の導光部１０Ｃの内部で導かれて第２の導光部１０Ｃ
から出射されるため、第２の導光部１０Ｃにおける均一な発光状態を確保することができ
る。
【００９０】
　また、光源７から光が出射されたときに第１の導光部９の入射面９ａの近傍における光
の量は多いが、導光体８Ｃにおいては、上記したように、第１の導光部９と第２の導光部
１０Ｃの並ぶ方向に直交する方向における厚みに関し、接続部１８が第１の導光部９より
薄く形成されている。従って、入射面９ａの近傍の光に関し、外周面９ｃから第２の導光
部１０Ｃに入射される量を低減することが可能になり、第２の導光部１０Ｃにおける一層
均一な発光状態を確保することができる。
【００９１】
　さらに、導光体８Ｃには第１の導光部９、９と第２の導光部１０Ｃの間に外径が第１の
導光部９の外径と同じにされた接続導光部１６の本体部１７が設けられている。
【００９２】
　従って、本体部１７の内部で少なくとも一部の光が左右方向に導かれて第２の導光部１
０Ｃの内部でさらに左右方向に導かれるため、光出射面１０ｂから前方へ向けて出射され
る光の均一性の向上を図ることができる。
【００９３】
　尚、導光体８Ｂにおいて用いられた光反射部１５を有する構成は、導光体８Ｃにも適用
することが可能である。また、上記には、第２の導光部１０Ｃが平板状に形成され接続導
光部１６が円柱状に形成された例を示したが、逆に、第２の導光部１０Ｃが円柱状に形成
され接続導光部１６が平板状に形成される構成にすることも可能である。
【００９４】
　＜第４の変形例＞
　次に、第４の変形例に係る導光体８Ｄについて説明する（図８及び図９参照）。
【００９５】
　導光体８Ｄは第１の導光部９、９と第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６と第３の導光
部１９を有している。第１の導光部９と光源７によって光源ユニット１１が構成されてい
る。一方の第１の導光部９は左側に出射面９ｂが位置され右側に入射面９ａが位置され、
他方の第１の導光部９は右側に出射面９ｂが位置され左側に入射面９ａが位置されている
。
【００９６】
　第２の導光部１０Ｄは左右に延びる円柱状に形成され、第１の導光部９、９の上方に離
隔して位置されている。第２の導光部１０Ｄの後面には反射用ステップ１０ａ、１０ａ、
・・・が左右に並んで形成され、第２の導光部１０Ｄの前面のうち反射用ステップ１０ａ
、１０ａ、・・・の前側の部分が光出射面１０ｂとして形成されている。
【００９７】
　接続導光部１６は第１の導光部９、９と第２の導光部１０Ｄの間に位置されている。接
続導光部１６は本体部１７と接続部１８、１８を有している。
【００９８】
　本体部１７は下面に第１の導光部９、９の出射面９ｂ、９ｂが接続されている。接続部
１８、１８はそれぞれ下面が第１の導光部９、９の外周面９ｃ、９ｃにおける上端部に接
続されている。尚、第１の導光部９の外周面９ｃと接続部１８の下面とは近接して位置さ
れていてもよい。
【００９９】
　第３の導光部１９は左右に延びる平板状に形成され、第２の導光部１０Ｄと接続導光部
１６の間に位置されている。第３の導光部１９は上面が第２の導光部１０Ｄの下面に接続
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され下面が接続導光部１６における本体部１７の上面に接続されている。
【０１００】
　第３の導光部１９の前後方向における厚みは第２の導光部１０Ｄの前後方向における厚
みより薄くされている。
【０１０１】
　光源７、７からそれぞれ光が出射されると、出射された光はそれぞれ第１の導光部９、
９の入射面９ａ、９ａから第１の導光部９、９の内部に入射される。第１の導光部９、９
の内部に入射された光は出射面９ｂ、９ｂから接続導光部１６の本体部１７及び第３の導
光部１９を介して第２の導光部１０Ｄに入射されると共に外周面９ｃ、９ｃから接続導光
部１６の接続部１８、１８と本体部１７と第３の導光部１９を介して第２の導光部１０Ｄ
に入射される。このとき第１の導光部９、９から第２の導光部１０Ｄに向かう光の少なく
とも一部は、接続導光部１６の本体部１７と第３の導光部１９の内部で左右方向に導かれ
て第２の導光部１０Ｄに入射される。
【０１０２】
　第１の導光部９、９の出射面９ｂ、９ｂ及び外周面９ｃ、９ｃから第２の導光部１０Ｄ
に入射された光は第２の導光部１０Ｄの内部で内面反射されて左右方向へ導かれ、反射用
ステップ１０ａ、１０ａ、・・・で反射されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射され
る。
【０１０３】
　このように導光体８Ｄにおいても、第１の導光部９、９の外周面９ｃ、９ｃから第２の
導光部１０Ｄに入射された光が第２の導光部１０Ｄの内部で導かれて第２の導光部１０Ｄ
から出射されるため、第２の導光部１０Ｄにおける均一な発光状態を確保することができ
る。
【０１０４】
　また、導光体８Ｄには第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６の間に第３の導光部１９が
設けられ、第３の導光部１９の前後方向における厚みが第２の導光部の前後方向における
厚みより薄くされている。
【０１０５】
　従って、接続導光部１６及び第３の導光部１９の内部で少なくとも一部の光が左右方向
に導かれて第２の導光部１０Ｄの内部でさらに左右方向に導かれるため、光出射面１０ｂ
から前方へ向けて出射される光の均一性の向上を図ることができる。
【０１０６】
　尚、第３の導光部１９が設けられることなく第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６が接
続される構成の場合には、第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６の接続部分に一定の幅が
必要であり、第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６の断面形状をともに円形状に保つこと
が困難である。
【０１０７】
　従って、第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６の間に第３の導光部１９が設けられるこ
とにより、第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６の断面形状をともに円形状に保つことが
でき、第２の導光部１０Ｄと接続導光部１６の導光効率が高くなり光学性能の向上を図る
ことができる。
【０１０８】
　尚、導光体８Ｂにおいて用いられた光反射部１５を有する構成は、導光体８Ｄにも適用
することが可能である。
【０１０９】
　＜第５の変形例＞
　次いで、第５の変形例に係る導光体８Ｅについて説明する（図１０参照）。
【０１１０】
　導光体８Ｅは第１の導光部９Ｅ、９Ｅと第２の導光部１０Ｅを有している。
【０１１１】
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　第１の導光部９Ｅ、９Ｅは左右に離隔して設けられ、左右に延びる略円柱状に形成され
ている。第１の導光部９Ｅは長手方向（左右方向）における一端面が入射面９ａとして形
成されている。第１の導光部９Ｅは入射面９ａが光源７に対向して位置されている。第１
の導光部９Ｅの他端面は下方へ行くに従って入射面９ａに近付く傾斜面に形成されている
。
【０１１２】
　第１の導光部９Ｅの他端面には方向制御反射部２０が形成されている。方向制御反射部
２０は、例えば、アルミニウム等による蒸着や三角形状のステップや反射部材が取り付け
られることにより形成されている。
【０１１３】
　第２の導光部１０Ｅは、例えば、前後方向を向き左右方向に延びる平板状に形成されて
いる。第２の導光部１０Ｅの左右両端面には光反射部１５、１５が形成されている。光反
射部１５は、例えば、アルミニウム等による蒸着や三角形状のステップや反射部材が取り
付けられることにより形成されている。
【０１１４】
　尚、光反射部１５は本体部１３における左右一方の端面に形成されていてもよい。
【０１１５】
　第２の導光部１０Ｅの下面には第１の導光部９Ｅ、９Ｅにおける外周面９ｃ、９ｃの上
面がそれぞれ接続されている。第１の導光部９Ｅ、９Ｅは入射面９ａ、９ａが第２の導光
部１０Ｅの左右両端面より内側に位置されている。従って、入射面９ａ、９ａと第２の導
光部１０Ｅの左右両端面との間には第２の導光部１０Ｅの下側にそれぞれ空間が形成され
、これらの空間が配置用空間２１、２１として形成されている。
【０１１６】
　配置用空間２１、２１にはそれぞれ光源７、７が配置されている。
【０１１７】
　光源７、７からそれぞれ光が出射されると、出射された光はそれぞれ第１の導光部９Ｅ
、９Ｅの入射面９ａ、９ａから第１の導光部９Ｅ、９Ｅの内部に入射される。第１の導光
部９Ｅ、９Ｅの内部に入射された光は方向制御反射部２０、２０で反射され外周面９ｃ、
９ｃから第２の導光部１０Ｅの左右両端面へ向けて第２の導光部１０Ｅに入射される。
【０１１８】
　第１の導光部９Ｅ、９Ｅの外周面９ｃ、９ｃから第２の導光部１０Ｅに入射された光は
光反射部１５、１５で反射されて第２の導光部１０Ｅの内部で繰り返し左右方向に導かれ
る。光反射部１５、１５で反射された光は反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・・で反射
されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される。
【０１１９】
　このように導光体８Ｅにおいては、第１の導光部９Ｅ、９Ｅの外周面９ｃ、９ｃから第
２の導光部１０Ｅに入射された光が第２の導光部１０Ｅの内部で導かれて第２の導光部１
０Ｅから出射されるため、第２の導光部１０Ｅにおける均一な発光状態を確保することが
できる。
【０１２０】
　また、第１の導光部９Ｅ、９Ｅの方向制御反射部２０、２０で反射された光が第２の導
光部１０Ｅに入射され第２の導光部１０Ｅの光反射部１５、１５によって第２の導光部１
０Ｅの内部へ向けて光が反射されるため、第２の導光部１０Ｅの両端面から光が出射され
ず、光の利用効率の向上を図ることができる。
【０１２１】
　さらに、第１の導光部９Ｅ、９Ｅと第２の導光部１０Ｅがともに左右に延びる形状に形
成され平行な状態で配置されているため、導光体８Ｅの上下方向における小型化を図るこ
とができる。
【０１２２】
　さらにまた、第１の導光部９Ｅ、９Ｅの入射面９ａ、９ａが第２の導光部１０Ｅの左右
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両端面より内側に位置され、第２の導光部１０Ｅの左右両端面より内側に形成された配置
用空間２１、２１に光源７、７が配置されている。
【０１２３】
　従って、光源７、７が第２の導光部１０Ｅの左右に位置されず、車輌用灯具１の小型化
を図ることができる。
【０１２４】
　このような配置用空間２１、２１に光源７、７が配置される構成は、例えば、車輌用灯
具１が上下や左右に分割されて構成される構造に好適である。
【０１２５】
　例えば、図１１に示すように、車輌のトランク１００の外側の端部とトランク１００の
外側に位置する車体２００の部分に分割して車輌用灯具１が配置され分割された両側のユ
ニット５０、５０にそれぞれ導光体８Ｅ、８Ｅが配置される構成の場合に、導光体８Ｅ、
８Ｅ間に光源７、７の配置スペースが存在しない。
【０１２６】
　従って、ユニット５０、５０の隣接する各端部に導光体８Ｅ、８Ｅの各端部を位置させ
て導光体８Ｅ、８Ｅを近付けて配置することが可能になり、各ユニット５０、５０から出
射される光が分断され難く光の良好な照射状態を確保することができると共に外部からの
視認性の向上を図ることができる。
【０１２７】
　尚、導光体８Ｅにおいては、第１の導光部９Ｅの下面に光源７から出射された光を反射
する図示しない反射部が形成されていてもよい。このような反射部が形成されることによ
り、光源７から出射された光の利用効率の向上を図ることができる。
【０１２８】
　＜第６の変形例＞
　次に、第６の変形例に係る導光体８Ｆについて説明する（図１２参照）。
【０１２９】
　導光体８Ｆは第１の導光部９と第２の導光部１０Ｆと接続導光部１６Ｆを有している。
第１の導光部９と光源７によって光源ユニット１１が構成されている。第１の導光部９は
上下方向において傾斜する円柱状に形成されている。
【０１３０】
　第２の導光部１０Ｆは左右に延びる平板状に形成され、第１の導光部９の上方に離隔し
て位置されている。第２の導光部１０Ｆの後面には反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・
・が左右に並んで形成され、第２の導光部１０Ｆの前面のうち反射用ステップ１０ａ、１
０ａ、・・・の前側の部分が光出射面１０ｂとして形成されている。
【０１３１】
　接続導光部１６Ｆは第１の導光部９と第２の導光部１０Ｆの間に位置され、左右に延び
る円柱状に形成されている。接続導光部１６Ｆは上面が第２の導光部１０Ｆに接続され下
面に第１の導光部９の出射面９ｂが接続されている。
【０１３２】
　第２の導光部１０Ｆの左右両端面と接続導光部１６Ｆの左右両端面とに亘っては光反射
部２２、２２が形成されている。光反射部２２は、例えば、アルミニウム等による蒸着や
三角形状のステップや反射部材が取り付けられることにより形成されている。
【０１３３】
　尚、光反射部２２は第２の導光部１０Ｆと接続導光部１６Ｆにおける左右一方の端面に
形成されていてもよい。
【０１３４】
　光源７から光が出射されると、出射された光は第１の導光部９の入射面９ａから第１の
導光部９の内部に入射される。第１の導光部９の内部に入射された光は出射面９ｂから接
続導光部１６Ｆを介して第２の導光部１０Ｆに入射される。このとき第１の導光部９から
第２の導光部１０Ｆに向かう光の少なくとも一部は、接続導光部１６Ｆの内部で左右方向
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に導かれて第２の導光部１０Ｆに入射される。
【０１３５】
　第１の導光部９の出射面９ｂから第２の導光部１０Ｆに入射された光は第２の導光部１
０Ｆの内部で内面反射されて左右方向へ導かれ、反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・・
で反射されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される。このとき第２の導光部１０Ｆ
の左右両端に向かった光が光反射部２２、２２で反射されて第２の導光部１０Ｆの内部で
繰り返し左右方向に導かれる。
【０１３６】
　このように導光体８Ｆにおいては、第１の導光部９と第２の導光部１０Ｆの間に接続導
光部１６Ｆが設けられている。
【０１３７】
　従って、接続導光部１６Ｆの内部で少なくとも一部の光が左右方向に導かれて第２の導
光部１０Ｆの内部でさらに左右方向に導かれるため、光出射面１０ｂから前方へ向けて出
射される光の均一性の向上を図ることができる。
【０１３８】
　また、第２の導光部１０Ｆ及び接続導光部１６Ｆの内部で導かれた光が光反射部２２、
２２によって第２の導光部１０Ｆの内部へ向けて反射されるため、第２の導光部１０Ｆ及
び接続導光部１６Ｆの両端面から光が出射されず、光の利用効率の向上を図ることができ
る。
【０１３９】
　尚、導光体８Ｆにおいて、第４の変形例に係る導光体８Ｄと同様に、第３の導光部１９
が第２の導光部１０Ｆと接続導光部１６Ｆの間に設けられていてもよい。
【０１４０】
　第３の導光部１９Ｆが設けられた場合には、光源７から出射された光が接続導光部１６
Ｆ及び第３の導光部１９を介して第２の導光部１０Ｆに入射され、少なくとも一部の光が
接続導光部１６Ｆと第３の導光部１９の内部で左右方向に導かれて第２の導光部１０Ｆに
入射される。
【０１４１】
　このように第３の導光部１９が設けられている場合には、接続導光部１６Ｆ及び第３の
導光部１９の内部で少なくとも一部の光が左右方向に導かれて第２の導光部１０Ｆの内部
でさらに左右方向に導かれるため、光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される光の均一
性の一層の向上を図ることができる。
【０１４２】
　＜第７の変形例＞
　続いて、第７の変形例に係る導光体８Ｇについて説明する（図１３参照）。
【０１４３】
　導光体８Ｇは第１の導光部９、９、９と第２の導光部１０Ｇと接続導光部１６Ｇと第３
の導光部１９Ｇを有している。第１の導光部９と光源７によって光源ユニット１１が構成
されている。第１の導光部９、９、９においては、例えば、一つの第１の導光部９は左側
に出射面９ｂが位置され右側に入射面９ａが位置され、二つの第１の導光部９、９は右側
に出射面９ｂ、９ｂが位置され左側に入射面９ａ、９ａが位置されている。
【０１４４】
　第２の導光部１０Ｇは左右に延びる円柱状に形成され、第１の導光部９、９、９の上方
に離隔して位置されている。第２の導光部１０Ｇの後面には反射用ステップ１０ａ、１０
ａ、・・・が左右に並んで形成され、第２の導光部１０Ｇの前面のうち反射用ステップ１
０ａ、１０ａ、・・・の前側の部分が光出射面１０ｂとして形成されている。
【０１４５】
　接続導光部１６Ｇは第１の導光部９、９、９と第２の導光部１０Ｇの間に位置されてい
る。接続導光部１６Ｇは左右方向に延びる円柱状に形成されている。接続導光部１６Ｇは
下面に第１の導光部９、９、９の出射面９ｂ、９ｂ、９ｂが接続されている。
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【０１４６】
　第３の導光部１９Ｇは左右に延びる平板状に形成され、第２の導光部１０Ｇと接続導光
部１６Ｇの間に位置されている。第３の導光部１９Ｇは上面が第２の導光部１０Ｇの下面
に接続され下面が接続導光部１６Ｇの上面に接続されている。
【０１４７】
　第２の導光部１０Ｇの一方の端面と第３の導光部１９Ｇの一方の端面と接続導光部１６
Ｇの一方の端面とに亘っては光反射部２３が形成されている。光反射部２３は、例えば、
アルミニウム等による蒸着や三角形状のステップや反射部材が取り付けられることにより
形成されている。
【０１４８】
　光源７、７、７からそれぞれ光が出射されると、出射された光はそれぞれ第１の導光部
９、９、９の入射面９ａ、９ａ、９ａから第１の導光部９、９、９の内部に入射される。
第１の導光部９、９、９の内部に入射された光は出射面９ｂ、９ｂ、９ｂから接続導光部
１６Ｇ及び第３の導光部１９Ｇを介して第２の導光部１０Ｇに入射される。
【０１４９】
　第１の導光部９の出射面９ｂから第２の導光部１０Ｇに入射された光は第２の導光部１
０Ｇの内部で内面反射されて左右方向へ導かれ、反射用ステップ１０ａ、１０ａ、・・・
で反射されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される。このとき第１の導光部９、９
、９から第２の導光部１０Ｇに向かう光の少なくとも一部は、接続導光部１６Ｇと第３の
導光部１９Ｇの内部で左右方向に導かれて第２の導光部１０Ｇに入射される。
【０１５０】
　導光体８Ｇにおいては、左側に出射面９ｂが位置され右側に入射面９ａが位置された一
つの第１の導光部９から接続導光部１６Ｇと第３の導光部１９Ｇと第２の導光部１０Ｇに
入射された光が光反射部２３で反射される。
【０１５１】
　第１の導光部９、９、９の出射面９ｂ、９ｂ、９ｂから第２の導光部１０Ｇに入射され
た光は第２の導光部１０Ｇの内部で内面反射されて左右方向へ導かれ、反射用ステップ１
０ａ、１０ａ、・・・で反射されて光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される。
【０１５２】
　上記したように、導光体８Ｇにあっては、複数の第１の導光部９、９、９が設けられ、
少なくとも一つの第１の導光部９は入射面９ａが出射面９ｂより光反射部２３の近くに位
置され、他の少なくとも一つの第１の導光部９は出射面９ｂが入射面９ａより光反射部２
３の近くに位置されている。
【０１５３】
　従って、光反射部２３で反射されずに第２の導光部１０Ｇに入射される光と光反射部２
３で反射されて第２の導光部１０Ｇに入射される光とが存在し、第２の導光部１０Ｇの各
部分に多くの光が偏りなく入射され、光出射面１０ｂから前方へ向けて出射される光の均
一性の向上を図ることができる。
【０１５４】
　また、光反射部２３が形成されることにより、光反射部２３で反射された光が第２の導
光部１０の長手方向において一端側から他端側へ導かれるため、第２の導光部１０におい
て無発光部が存在せず、光の均一性の一層の向上を図ることができる。
【０１５５】
　＜第８の変形例～第１１の変形例＞
　以下に、導光体の他の変形例について簡単に説明する（図１４乃至図１７参照）。尚、
以下に示す第８の変形例乃至第１１の変形例に係る導光体８Ｈ、８Ｉ、８Ｊ、８Ｋは、第
１の導光部９、９、・・・と第２の導光部１０と接続導光部１６と第３の導光部１９を有
し、下側から順に第１の導光部９、９、・・・と接続導光部１６と第３の導光部１９と第
２の導光部１０が配置されている。但し、これらの構成においては第３の導光部１９が設
けられていなくてもよい。また、必要に応じて接続導光部１６が省略されていてもよい。
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【０１５６】
　導光体８Ｈは、図１４に示すように、傾斜された第１の導光部９、９、９と左右に延び
る第１の導光部９Ｈを有し、接続導光部１６が第２の導光部１０及び第３の導光部１９よ
り短く形成され、接続導光部１６が短く形成されることにより生じた空間に左右に延びる
第１の導光部９とこれに対向する光源７が配置されている。第１の導光部９Ｈは第１の導
光部９Ｅと同様の構成にされ、第１の導光部９Ｈの一端面には方向制御反射部２０が形成
されている。第２の導光部１０の一端面と接続導光部１６の一端面とに亘っては光反射部
２２が形成されている。
【０１５７】
　導光体８Ｈにあっては、接続導光部１６が短く形成されることにより生じた空間に左右
に延びる第１の導光部９Ｈとこれに対向する光源７が配置されることにより、スペースの
有効活用による小型化が図られている。
【０１５８】
　また、方向制御反射部２０で反射された光が光反射部２２によって第２の導光部１０の
内部へ向けて光が反射されるため、光の利用効率の向上と第２の導光部１０における発光
状態の均一性が図られている。
【０１５９】
　導光体８Ｉにあっては、図１５に示すように、第１の導光部９、９、９の出射面９ｂ、
９ａ、９ａにそれぞれ対向して配置された光源７、７、７に加え、接続導光部１６の一端
面と第２の導光部１０の一端面とに対向してそれぞれ光源７、７が配置されている。
【０１６０】
　従って、発光状態の均一性を確保した上で第２の導光部１０から出射される光量を増加
させることができる。
【０１６１】
　導光体８Ｊにあっては、図１６に示すように、第１の導光部９の出射面９ｂに対向して
複数、例えば、二つの光源７、７が配置され、接続導光部１６の一端面に対向して二つの
光源７、７が配置され、第２の導光部１０の一端面に対向して一つの光源７が配置されて
いる。
【０１６２】
　従って、発光状態の均一性を確保した上で第２の導光部１０から出射される光量を増加
させることができる。
【０１６３】
　また、光源７、７、・・・から出射される光の色を適宜に設定して光源７、７、・・・
を必要に応じて点消灯させることにより、複数の種類の標識灯として使用することが可能
になる。例えば、第１の導光部９、９、・・・の出射面９ｂ、９ｂ、・・・に対向する光
源７、７、・・・のみを点灯して白色の光が照射されることによりクリアランスランプと
して機能させ、接続導光部１６に対向する光源７、７のみを点灯してアンバー色の光が照
射されることによりターンシグナルランプとして機能させ、第２の導光部１０に対向する
光源７のみを点灯して白色の光が照射されることによりデイタイムランニングランプとし
て機能させることが可能である。
【０１６４】
　尚、例えば、ターンシグナルランプとして機能させる場合等には、光源７、７、・・・
から順次光を出射させることによりシーケンシャルの発光状態を形成することも可能であ
る。
【０１６５】
　また、第１の導光部９の入射面９ａに対して複数の光源７を配置することにより、第１
の導光部９の数を減じることが可能であり、構造の簡素化を図ることができる。
【０１６６】
　尚、導光体８Ｊにあっては、各位置に配置される光源７の数は任意に設定すればよい。
【０１６７】
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　導光体８Ｋにあっては、図１７に示すように、第１の導光部９の反対側において第２の
導光部１０に接続導光部１６が接続されている。導光体８Ｋにおいては、第１の導光部９
から第２の導光部１０に入射された光が一旦接続導光部１６に入射され、接続導光部１６
で反射されて再び第２の導光部１０に入射されることが可能な構成にされている。
【符号の説明】
【０１６８】
　１…車輌用灯具、７…光源、９…第１の導光部、９ａ…入射面、９ｂ…出射面、９ｃ…
外周面、１０…第２の導光部、１０ｃ…外周面、１１…光源ユニット、１２…リフレクタ
ー（光学部材）、１０Ａ…第２の導光部、１０Ｂ…第２の導光部、１５…光反射部、１０
Ｃ…第２の導光部、１６…接続導光部、１０Ｄ…第２の導光部、１９…第３の導光部、９
Ｅ…第１の導光部、１０Ｅ…第２の導光部、２０…方向制御反射部、２１…配置用空間、
９Ｆ…第１の導光部、１０Ｆ…第２の導光部、１６Ｆ…接続導光部、２２…光反射部、１
０Ｇ…第２の導光部、１６Ｇ…接続導光部、１９Ｇ…第３の導光部、２３…光反射部

【図１】 【図２】



(20) JP 6622965 B2 2019.12.18

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(21) JP 6622965 B2 2019.12.18

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(22) JP 6622965 B2 2019.12.18

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｆ２１Ｗ 103/10     (2018.01)           Ｆ２１Ｗ  103:10     　　　　        　　　　　
   Ｆ２１Ｗ 103/20     (2018.01)           Ｆ２１Ｗ  103:20     　　　　        　　　　　
   Ｆ２１Ｗ 103/30     (2018.01)           Ｆ２１Ｗ  103:30     　　　　        　　　　　
   Ｆ２１Ｗ 103/35     (2018.01)           Ｆ２１Ｗ  103:35     　　　　        　　　　　
   Ｆ２１Ｗ 103/45     (2018.01)           Ｆ２１Ｗ  103:45     　　　　        　　　　　
   Ｆ２１Ｗ 103/55     (2018.01)           Ｆ２１Ｗ  103:55     　　　　        　　　　　
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)           Ｆ２１Ｙ  115:10     　　　　        　　　　　

(72)発明者  原　賢輔
            静岡県静岡市清水区北脇５００番地　株式会社小糸製作所　静岡工場内

    審査官  河村　勝也

(56)参考文献  特開２０１１－１２９２５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２０９６５４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２６２０２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２２１９２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－１１６１４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１１／０００７５１８（ＵＳ，Ａ１）　　
              特開２０１０－０１４９０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１１／０１０９８３６（ＵＳ，Ａ１）　　
              特開２０１５－０１１９３９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２１Ｓ　　４３／００　　　
              Ｆ２１Ｖ　　　８／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

